
 

 

 

 

 

                       

人間総合科学大学は、内部質保証を推進するため、以下のとおり方針を定める。 

 

内部質保証を推進する基本的な考え方 

①本学の教育理念、建学の精神、教育・研究上の目的、教育の方針（三つのポリシーなど）の実現に向けて、学修

者本位の教育を実現するという観点から、自らの教育・研究活動をはじめとする⼤学の諸活動について自己点検・
評価を行い、その結果を踏まえて、質の向上に向けた継続的な改善を推進する。 

②教育研究および大学運営の内部質保証については、学生の学修成果・教員の教育成果に関する情報や学園および

大学運営計画の実施状況の把握・可視化を行い、客観的な根拠資料またはデータに基づき、組織的かつ定期的に実

施する。 

③自己点検評価の結果は、規程に従いホームページ等で公開する。 

 

内部質保証を実施する組織体制 

①学長は教学面の内部質保証を統括し、学長を委員長とする大学マネジメント戦略実行会議（以下、戦略実行会議）

が主体となり、「人間総合科学大学 大学マネジメント戦略実行会議規程」に則り、インスティテューショナル・

リサーチ室（以下、ＩＲ室）、自己点検・評価委員会と連携し、内部質保証を推進する。 

②大学運営の内部質保証の責任者は理事長とし、戦略実行会議は理事長の諮問機関として法人事務局とともにその

運営にあたる。 

③戦略実行会議は、ＩＲ室、自己点検・評価委員会と連携し、内部質保証を推進する体制の整備、方針の策定、運

用指針を、両学部教授会の審議を踏まえつつ、各教務委員会ほか各委員会及び各部局に指示する。 

④戦略実行会議は、自己点検・評価委員会とともに、自己点検・評価活動に関する検証及び改善方針を策定し理事

長・学長に報告する。 

人間総合科学大学 内部質保証の方針 



 

 


